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～諏訪神社の獅子神楽（岩井沢）～ 
　慶長３年（１５９８年）から、狩猟神や武神として信仰され
てきた諏訪神社。かつて境内に土俵があり、子どもたちが
力比べをする場所にもなっていました。９月２６日に行われ
た例大祭では、漆を塗り直された獅子が神輿とともに町内
を練り歩き、新しいお囃子も披露されました。 

おらほの 
む ら 
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8/25～9/2

写
真
で
歴
史
を
ふ
り
返
る

山
形
新
聞  
報
道
・
資
料
写
真
小
国
展

　８月２５日～９月２日にわたって、ショッ
ピングセンターアスモで、「報道資料・写
真展～小国展～」が開催されました。これ
は山形新聞の記念事業として行われている
もので、小国展では、３８豪雪や米坂線雪崩
脱線事故などが掲載された紙面や写真が、
約５０点展示されました。
　また最終日には、指定した日の新聞をそ
の場でプレゼントする「記念日新聞」が行
われ、訪れたかたがたは誕生日に発行され
た新聞を手に、目を細めながら当時の出来
事をふり返っていました。

　小国町シルバー人材センターが主催する子育
てサポート講習会が、９月５日～１２日にかけて、
健康管理センターで開催されました。
　講習会では、各分野ごとに専門の講師が招かれ、
幼少期の精神形成の仕組みや、子育てしているか
たを支援する方法などについて講話が行われま
した。約２０人の参加者は、真剣にメモを取りなが
ら、子育て支援の心構えについて学びました。ま
た、実際に保育園で行われた研修では、子どもた
ちとの触れ合いに笑顔があふれていました。

9/5～12 協力し合って子育てを
子育てサポート講習会

　第４６回少年の主張小国地区大会が、９月５日、
小国中学校体育館で行われました。
　町内の中学校から、それぞれの代表６名が
出場して、自分自身の経験を通して考えてい
ることや、学校生活の中で感じている思いな
どをテーマに熱弁をふるいました。
　審査の結果、最優秀賞には宇津木佑佳さん
（白沼中学校３年）、優秀賞には佐藤裕美さん
（小国中学校３年）、優良賞には石原実結さん
（叶水中学校３年）がそれぞれ選ばれました。

9/5 若き弁士の熱い思い
少年の主張小国地区大会
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　白い森交流センターりふれで、９月１６日、
今回で４回目となる白い森音楽祭が開催され
ました。これは、野外能舞台を会場とした音
楽イベントで、町内有志による実行委員会（本
間洋一委員長）が主催したものです。
　当日は、町内の出身者のほか、新潟や岩手
などから１５グループが参加し、ロックやジャ
ズ、ボサノバといった幅広いジャンルの音楽
が演奏されました。約５００人の聴衆は、食事
をとったり、寝ころんだりしながら、思い思
いに音楽を楽しみ、演奏に合わせて手拍子や
声援をおくっていました。

9/16 秋空の下で音楽を楽しむ
白い森音楽祭2007

　

お
ぐ
に
地
恵
農
環
の
会
で
は
、
八
月
に
道
の

駅
を
会
場
と
し
て
「
百
笑
市
場
」
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
市
場
は
、
毎
週
日
曜
日
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
生
産
者
が
直
接
売
り
場
に
立

ち
、
野
菜
や
花
、
漬
け
物
な
ど
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
商
品
の
新
鮮
さ
と
安
さ
が
人
気
を
呼
び
、

町
外
の
か
た
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
か
た
に
も

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
場
で
は
、

安
全
と
安
心
を
提
供
す
る
た
め
、
全
て
の
商
品

に
生
産
者
の
名
前
や
連
絡
先
を
記
し
た
ラ
ベ
ル

を
貼
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
、
農
業
歴
や

こ
だ
わ
り
、顔
写
真
を
紹
介
す
る「
生
産
者
カ
ー

ド
」
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

　

は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
市
場
で
す
が
、
少
し

ず
つ
仲
間
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
良
い
も
の
を
提
供
で
き
る
直
売
所
と
し
て
、

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
も

販
売
に
あ
た
る
生
産
者
も
、
互
い
に
喜
び
合
い
、

笑
い
の
た
え
な
い
市
場
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

� �������������������������������������������������������������

� �������������������������������������������������������������

　９月１２日、老人福祉センターでつる細工
講習会が行われました。この講習会は、老
人福祉センターの事業の一環として毎月１
回程度行われているものです。菓子入れづ
くりに挑戦した今回は、約１５人が参加して、
材料の特徴やさまざまな編み方などを学び
ながら、丁寧に作品を仕上げていました。
　講師の落合なおさん（上山市）は、「材
料や色によって出来上がりの印象が変わり
ます。飾りや結び方などにも工夫して、工
芸品としてだけではなく、芸術品としてつ
る細工を楽しんでもらいたい」と話してい
ました。

伝統工芸“つる細工”を学ぶ  つる細工講習会9/12

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
市
場
を

おぐに地恵農環の会
代表 �橋  悦人 氏
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白い森おぐに湖（横川ダム）試験試験湛水 湛  水 ははじまるじまる
たん すい

完
成
ま
で
も
う
少
し 

水
を
た
た
え
は
じ
め
た
ダ
ム

　

羽
越
水
害
を
契
機
に
計
画
さ
れ
、

平
成
二
年
か
ら
建
設
が
は
じ
ま
っ

た
横
川
ダ
ム
。
昨
年
七
月
に
は
、

ダ
ム
本
体
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

が
完
了
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

ダ
ム
湖
や
そ
の
周
辺
の
有
効
活
用

に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

九
月
十
四
日
に
は
、
国
土
交
通

省
横
川
ダ
ム
工
事
事
務
所
に
よ
る

「
横
川
ダ
ム
湛
水
式
」
が
現
地
で

行
わ
れ
、
国
や
県
、
地
元
の
関
係

者
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。
五
十

嵐
所
長
に
よ
る
湛
水
開
始
の
合
図

と
と
も
に
、
放
流
ゲ
ー
ト
が
閉
塞

さ
れ
る
と
、
出
席
者
か
ら
一
斉
に

拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

試
験
湛
水
と
は
、
ダ
ム
湖
の
水

位
を
上
昇
及
び
下
降
さ
せ
、
大
き

な
水
圧
の
影
響
を
受
け
る
ダ
ム
の

安
全
性
や
機
能
、
周
辺
の
安
定
性

を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

ダ
ム
湖
は
、
こ
れ
か
ら
徐
々
に

水
位
が
上
昇
し
ま
す
。
十
一
月
中

旬
頃
に
は
最
高
水
位
ま
で
到
達
し
、

そ
の
後
、
年
内
に
水
位
を
下
降
さ

せ
て
試
験
湛
水
が
終
了
し
ま
す
。



5

白白いい森森おぐにおぐに湖湖（（横川ダム横川ダム））試験湛水はじまる

● 
横
川
ダ
ム
の
あ
ゆ
み 
●

　

年
８
月　

羽
越
水
害
発
生

４２
　
　
　

月　

羽
越
工
事
事
務
所
発

１０

足
、
災
害
復
旧
着
手

　

年
４
月　

荒
川
が
一
級
河
川
に

４３

指
定

　

年
４
月　

横
川
ダ
ム
の
予
備
調

６３

査
着
手

（
平
成
）

２
年
６
月　

横
川
ダ
ム
工
事
事
務

所
発
足
、
横
川
ダ
ム

建
設
着
手

　

年
２
月　

町
道
横
川
ダ
ム
湖
岸

１２

線
付
替
工
事
着
手

　
　

８
月　

主
要
地
方
道
玉
川
沼

沢
線
付
替
工
事
着
手

　

年
２
月　

転
流
工
着
手

１３
　
　
　

月　

主
要
地
方
道
川
西
小

１１

国
線
開
通

　

年
３
月　

本
体
工
事
着
手

１５
　

年
６
月　

本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト

１６

打
設
着
手

　
　
　

月　

主
要
地
方
道
玉
川
沼

１１

沢
線
・
町
道
横
川
ダ

ム
湖
岸
線
開
通

　

年
５
月　

横
川
ダ
ム
定
礎
式

１７
　

年
７
月　

本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト

１８

打
設
完
了

　

年
９
月　

試
験
湛
水
開
始

１９
　

年
４
月　

ダ
ム
運
用
開
始
予
定

２０
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叶水保育園の園児らによって披露された湖名
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の
発
展
に
貢
献
し
、
水
面
に
映
え

る
豊
か
で
美
し
い
自
然
と
と
も
に
、

多
く
の
か
た
が
た
か
ら
、
末
永
く

愛
さ
れ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

横
川
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
は
も

と
よ
り
、
水
力
発
電
や
工
業
用
水

の
供
給
な
ど
の
役
割
を
も
つ
多
目

的
ダ
ム
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の

で
す
。
ま
た
渇
水
期
に
は
、
流
量

調
整
を
行
い
、
安
定
し
た
水
の
供

給
と
、
美
し
い
景
観
や
き
れ
い
な

水
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
河
川
環

境
を
保
全
す
る
役
割
も
担
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ダ
ム
湖
を
地
域
の
新

た
な
資
源
と
し
て
、
地
域
の
活
性

化
や
観
光
面
に
活
用
し
て
い
く
た

め
、
現
在
、
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
は
、
ダ
ム
湖
を
活
か
し
て
、
自

立
的
・
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
、

水
源
地
域
と
下
流
域
の
か
た
が
た

が
、
交
流
し
な
が
ら
連
携
し
て
い

く
た
め
の
行
動
計
画
で
す
。ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
下
流

域
の
住
民
の
か
た
が
た
を
交
え
た

検
討
会
や
テ
ー
マ
ご
と
の
ワ
ー
キ

ン
グ
会
議
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

積
み
上
げ
て
策
定
委
員
会
に
反
映

さ
せ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を

感
じ
る
街
道
ウ
ォ
ー
ク

　

九
月
一
日
に
は
、
越
後
米
沢
街

道
歴
史
探
訪
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ダ
ム
湖
と
そ

の
周
辺
の
歴
史
や
景
観
を
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
通
し
て
感
じ
て
も
ら
お

う
と
企
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

名
称
決
ま
る

「
白
い
森
お
ぐ
に
湖
」

　

横
川
ダ
ム
湛
水
式
典
に
続
い
て
、

ダ
ム
湖
の
名
称
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。「
白
い
森
お
ぐ
に
湖
」
と
刻
ま

れ
た
湖
名
石
が
、
管
理
棟
手
前
に

設
置
さ
れ
、
叶
水
保
育
園
の
園
児

や
関
係
者
に
よ
っ
て
除
幕
さ
れ
ま

し
た
。

　

名
称
は
、
一
般
公
募
さ
れ
た
二

百
六
十
三
件
の
中
か
ら
、
関
係
機

関
や
地
元
代
表
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
た
横
川
ダ
ム
湖
名
選
定
委
員
会

で
審
議
が
行
わ
れ
、
決
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の
名
称
に
は
、
新

た
に
誕
生
し
た
ダ
ム
湖
が
、
地
域

　

当
日
は
、
県
内
外
の
参
加
者
や

関
係
者
約
二
百
五
十
人
が
散
策
し
、

黒
沢
峠
の
市
野
々
側
に
完
成
し
た

ば
か
り
の
管
理
用
道
路
「
不
動
出

生
橋
（
も
ぐ
り
橋
）」
の
渡
り
初
め

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
白
子
神
社
（
白
子

沢
）
か
ら
黒
沢
峠
ま
で
の
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
歩
く
Ａ
コ
ー
ス
と
、

黒
沢
峠
を
中
心
に
歩
く
Ｂ
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
、
子
ど
も
か
ら
年
配

の
か
た
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
歩
き
ま
し
た
。
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移植が完了した大銀杏付近でも
周辺整備が進む

今
後
予
定
さ
れ
る

ダ
ム
周
辺
の
整
備

　

ダ
ム
本
体
が
完
成
し
、
現
在
は

そ
の
周
辺
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
ダ
ム
サ
イ
ト
周
辺

　

管
理
棟
の
わ
き
に
、
広
報
交
流

施
設
が
建
設
さ
れ
、
地
域
の
歴
史

な
ど
の
展
示
設
備
や
防
災
情
報
の

提
供
設
備
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

�
市
野
々
地
区
周
辺

　

越
後
街
道
の
保
存
と
、
管
理
用

道
路
と
し
て
の
機
能
を
も
つ 
不  
動 

ふ 
ど
う

 
出
生 
橋
（
も
ぐ
り
橋
）
を
架
設
し

い
ず
る
ぎ

ま
し
た
。
洪
水
期
と
な
る
六
月
中

旬
か
ら
九
月
末
ま
で
は
、
湖
面
を

横
断
す
る
歩
道
と
し
て
利
用
で
き

る
予
定
で
す
。
移
植
さ
れ
た
市

野
々
の
シ
ン
ボ
ル
「
大
銀
杏
」
の

周
辺
に
は
、
移
転
住
民
に
よ
る
記

念
碑
が
建
立
さ
れ
た
ほ
か
、
移
植

で
移
動
し
た
道
の
り
跡
地
が
整
備

さ
れ
ま
す
。

�
上
叶
水
地
区
周
辺

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
が
来
年
度
に
か
け
て
整

備
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
防
災
用
の

ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
倉
庫
が
建
設
さ
れ

ま
す
。

�
下
叶
水
地
区
周
辺

　

地
区
の
か
た
が
た
と
協
力
し
て
、

並
木
道
の
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
駐
車
場
の
整
備
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

安
全
な
環
境
づ
く
り
へ

大
き
な
一
歩

　

羽
越
水
害
か
ら
四
十
年
目
の
節

目
に
完
成
を
迎
え
る
横
川
ダ
ム
は
、

水
害
後
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
、

最
も
大
き
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
の
治
水
事
業
で
す
。
現
在

は
、
試
験
湛
水
が
は
じ
ま
り
、
湖

面
が
姿
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
周
辺
で
は
、
自
然
や
環
境
に

親
し
む
た
め
の
施
設
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
な
生
活
の
実
現
が

着
実
に
図
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
ダ
ム
湖
を
活
用
し
て
地

域
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
て
い
く

た
め
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民
と

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

町道横川ダム 
湖岸線付替 

叶水大橋 

不動出生橋 
ふ どういずるぎばし 

町道小叶水線付替 

町道子持 
峠線付替 

町道小屋場線付替 

町道黒沢峠線付替 

① 

② 

③ 

④ 
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■病院事業会計決算
９億３,３９５万円病院事業収益
１０億　８３９万円病院事業費用

　　※外来患者　５３,９５３人　　入院患者　１６,３１７人
■老人保健施設事業会計決算

２億７,７７６万円老健施設事業収益
２億７,４０７万円老健施設事業費用

　　※施設入所者　　　１５,３９７人　　短期入所者　１,１６１人
　　　通所リハ利用者　４,９０４人　　居宅支援　　　６４４人
■水道事業会計決算

１億　９６５万円水道事業収益
８,５１９万円水道事業費用

■工業用水道事業会計決算
４,７６２万円水道事業収益
４,７１９万円水道事業費用

■簡易水道事業特別会計決算
３,８７２万円収　　　　入
１,８４２万円支　　　　出

■国民健康保険事業特別会計決算
８億６,８６７万円収　　　　入
８億１,７９３万円支　　　　出

■部落有財産特別会計決算
１億１,６４５万円収　　　　入

３０２万円支　　　　出
■老人保健特別会計決算

１１億　３５８万円収　　　　入
１１億　８９６万円支　　　　出

■下水道事業特別会計決算
４億　２２７万円収　　　　入
３億９,８６２万円支　　　　出

■訪問看護特別会計決算
１億　５０２万円収　　　　入
５,４７５万円支　　　　出

■介護保険特別会計決算
８億１,７５４万円収　　　　入
７億８,６１０万円支　　　　出

経営構造対策事業で整備された水源の郷交流館

「５４億８,９７６万７千円」ででししたた。。
歳入（入ってきたお金） 57億9,634万９千円

諸収入 
　　　7,175万5千円 
分担金及び負担金 
　　　6,030万8千円 
使用料及び手数料 
　１億　379万9千円 
寄付金 
　　　　　　150万円 
地方特例交付金 
　　　1,718万4千円 
財産収入 
　　　1,990万4千円 

1.2％ 
（△3.8％） 

1.0％ 
（3.4％） 
1.8％ 

（△1.8％） 
0.03％ 
（皆増） 
0.3％ 

（△14.6％） 
0.4％ 

（37.7％） 

町税　17.7％ 
10億2,856万7千円 
（0.7％） 

町税　17.7％ 
10億2,856万7千円 
（0.7％） 

繰越金　5.8％ 
３億3,680万8千円 
（17.2％） 

繰入金　1.0％ 
5,748万9千円 
（△67.2％） 

県支出金　3.0％ 
１億7,252万4千円 
（△38.5％） 
 

町債　11.4％ 
６億6,010万円 
（5.3％） 

（　％）は平成17年度に対する伸び率 

27億4,464万円 
　（△3.9％） 

地方交付税 
47.4％ 

全体に 
占める割合 

国庫支出金　3.7％ 
２億1,217万7千円 
（△27.3％） 

国庫支出金　3.7％ 
２億1,217万7千円 
（△27.3％） 

9,630万7千円 
1億6,500万　　円 
3,974万8千円 
245万3千円 
254万7千円 
151万1千円 
202万8千円 

（△2.4％） 
（33.7％） 
（9.5％） 

（△36.1％） 
（84.7％） 
（△9.1％） 
（13.2％） 

地方消費税交付金 
地方譲与税 
自動車取得税交付金 
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
交通安全対策特別交付金 

1.7　％ 
2.9　％ 
0.7　％ 
0.04％ 
0.04％ 
0.03％ 
0.03％ 

依存財源 

70.8％ 

29.2％ 

自主財源 
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主な事業
【総務費】

３１０万円ムラ機能の維持保全に関する調査研究事業
５６８万円公共施設における化石燃料転換計画策定事業
１,２９１万円横川ダム建設対策事業

【民生費】
８９４万円地域生活支援事業
８２万円就労意欲促進事業
１１４万円軽度生活援助事業

【衛生費】
９,７８０万円小国町斎場整備事業
２,４４４万円老人保健事業
１,７０３万円合併処理浄化槽設置整備事業

【労働費】
７２万円雇用相談員設置事業

１,６６６万円勤労者生活安定資金原資預託事業
【農林水産業費】

９１８万円水田農業構造改革事業
１０８万円森林病害虫等防除事業
１,６６２万円森林セラピー機能実証事業

【商工費】
７００万円商店街活性化推進事業
１１０万円白い森フォトコンテスト開催事業

【土木費】
１億５,７４３万円除雪事業

８９５万円道路橋梁総務事業
【教育費】

５９２万円小中高一貫教育支援事業
３７１万円生涯スポーツ振興事業

【災害復旧費】
３,７８８万円公共土木施設災害（現年災）復旧事業
５３７万円公共土木施設災害（過年災）復旧事業
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温
身
平
で
行
わ
れ
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー

機
能
実
証
実
験

昨
年
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た
斎
場

は
、
本
年　

月
よ
り
供
用
開
始

１０

平成１８年度ままちちづづくくりりにに使使っったたおお金金はは

その他の 
経費 

繰出金 
積立金 
出資・貸付金 

7.6％ 
2.2％ 
0.9％ 

４億1,446万3千円 
　１億2,067万8千円 

5,046万5千円 

（6.9％）
（72.1％）
（21.8％）

人件費　18.2％ 
９億9,728万9千円 
（0.3％） 

公債費　22.5％ 
12億3,813万2千円 
（5.2％） 

人件費　18.2％ 
９億9,728万9千円 
（0.3％） 

扶助費　7.8％ 
４億3,013万7千円 
（7.4％） 

投資的経費　9.7％ 
５億3,168万4千円 
（△16.7％） 

物件費　12.2％ 
６億7,025万5千円 
（△5.8％） 

維持補修費　4.5％ 
２億4,641万3千円 
（△47.4％） 

補助費等　14.4％ 
７億9,025万1千円 
（△7.2％） 

48.5％ 41.8％ 

義務的 
経費 

投資 
的経費 
9.7％ 

公債費　22.5％ 
12億3,813万2千円 
（5.2％） 

歳出（使ったお金） 54億8,976万７千円
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【
専
決
処
分
の
承
認
】

　

六
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
で
被
害

を
受
け
た
林
道
大
平
峠
線
を
復
旧

す
る
の
に
必
要
な
経
費
の
追
加
補

正
に
つ
い
て
、
町
長
が
専
決
処
分

を
行
い
、
議
会
の
承
認
を
得
ま
し

た
。

●
一
般
会
計
に
一
億
八
千
百

四
十
六
万
四
千
円
を
追
加

【
横
川
ダ
ム
記
念
碑
の
建
立
】

　

平
成
二
十
年
三
月
の
完
成
に
む

け
て
最
終
段
階
を
迎
え
て
い
る
横

川
ダ
ム
に
つ
い
て
、
羽
越
水
害
と

同
様
に
、
後
世
に
語
り
継
い
で
い

く
た
め
記
念
碑
を
建
立
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

【
公
共
交
通
の
検
討
】

　

町
営
バ
ス
の
修
繕
費
を
追
加
し

た
ほ
か
、
町
の
特
性
を
ふ
ま
え
た

新
し
い
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
専
門
家
を
招
い
て
検
討
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
】

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
希
望

が
、
当
初
予
定
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
補
助
金
を
増
額
し
て
、

普
及
促
進
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

【
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
推
進
】

　

モ
ニ
タ
ー
の
声
な
ど
を
も
と
に
、

よ
り
利
便
性
や
快
適
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の

あ
り
方
の
取
り
ま
と
め
に
必
要
な

経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

【
施
設
修
繕
】

　

あ
い
あ
い
の
屋
根
や
川
入
荘
露

天
風
呂
な
ど
の
交
流
施
設
に
つ
い

て
、
劣
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
修
繕
経
費
の
追
加
を
行
い
ま

し
た
。

【
債
務
負
担
行
為
の
設
定
】

　

指
定
管
理
者
制
度
に
基
づ
い
て

管
理
運
営
し
て
い
る
交
流
施
設
の

う
ち
、
梅
花
皮
荘
ほ
か
十
一
施
設

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
度
で

指
定
管
理
期
間
が
満
了
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
施
設
に
つ

い
て
の
新
た
な
管
理
期
間
と
、
管

理
期
間
に
お
け
る
管
理
費
の
限
度

額
を
設
定
し
ま
し
た
。

【
教
育
環
境
の
充
実
】

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
、
玉

川
線
と
足
中
線
の
運
行
経
費
を
増

額
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
つ
の
学
校
に
お
い
て

暖
房
機
器
の
更
新
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

【
財
源
対
策
】

　

財
源
調
整
を
図
る
た
め
財
政
調

整
基
金
へ
積
み
増
し
を
行
い
、
安

定
的
な
基
金
対
策
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。
財
政
の
健
全
化
と
減

債
対
策
を
進
め
る
た
め
、
公
債
費

の
繰
上
償
還
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

●
教
育
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
に
伴
う
小
国
町
教
育

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

今
正
逸
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
定
例
議
会
が
、
九
月

六
日
か
ら
十
四
日
ま
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
八
年

度
の
各
会
計
決
算
や
平
成
十

九
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算

が
審
議
さ
れ
た
ほ
か
十
九
議

案
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

９月定例議会

　

九
月
二
十
日
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
で
、
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
「
食
か
ら
学
ぼ
う
小
国
文
化
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
回
目
と

な
る
今
回
は
、
郷
土
料
理
研
究
家

で
あ
る
今
善
一
氏
を
講
師
に
迎
え

て
、
食
生
活
や
食
環
境
の
変
化
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
干
し
茄
子
の
お
ひ
ら
な
ど

伝
統
料
理
を
実
際
に
作
り
、
食
品

の
保
存
や
調
理
方
法
を
学
び
ま
し

た
。
付
け
合
わ
せ
に
は
、
寒
天
の

味
噌
漬
け
な
ど
も
提
供
さ
れ
、
参

加
者
は
昔
な
が
ら
の
味
わ
い
に
舌

鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

〜
食
�
�
学
�
�
小
国
文
化
〜
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セ
ラ
ピ
ー
案
内
人
を
養
成

　

町
で
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
案
内
人
を

育
成
す
る
た
め
、
八
月
二
十
五
日
か
ら

養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
案
内

人
は
、
森
林
を
案
内
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
心
身
の
健
康
状
態
に
合
わ
せ
た
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

九
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
二
回
目
の

講
座
で
は
、
植
物
や
動
物
に
つ
い
て
の

座
学
を
行
っ
た
後
、
実
際
に
温
身
平
を

散
策
し
て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

大
蔵
流
山
本
東
次
郎
家
狂
言
公
演

　

九
月
二
日
、
小
国
小
学
校
で
山
本

東
次
郎
家
狂
言
公
演
が
行
わ
れ
、
日

本
芸
術
院
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
も

あ
る
山
本
東
次
郎
氏
を
は
じ
め
四
人

の
演
者
が
、「
二
人
袴
」
な
ど
三
演
目

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
約
百
五
十
人
の
観
衆
は
、

人
間
の
弱
さ
な
ど
を
表
現
し
た
こ
っ

け
い
な
姿
に
、
時
折
笑
い
声
を
あ
げ

な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　平成１１年８月の臨時議会において真相解明に取り組まれ
た一連の砂利問題については、平成１９年３月に最高裁が、
行政手続きに何らの違法もないと判断した仙台高裁の判決
を確定したところです。この間、町民の皆様には、本当に
ご心配と不安をお掛けしました。長い間、見守って頂いた
ことに、衷心より感謝申し上げます。
　こうした環境を踏まえ、さる８月２７日、小国町功績章条
例に基づく「小国町功績者選考委員会」（小国町の各界各層
の代表者６名の委員）を開催し、前町長の今功夫氏を、小
国町功績者として顕彰申し上げることを満場一致で決定い
ただきました。
　今氏は、昭和３８年に町議会議員に初当選されて以来、連
続７期２５年の間、議会活動を通し、まちづくりに尽力され
るとともに、昭和５０年からは４期連続、町議会議長として
地域開発の諸課題解消に向け奔走されました。昭和６３年か
らは、小国町長として３期連続まちづくりを指揮し、「白い
森構想」の樹立と展開に卓越した行政手腕を発揮されまし
た。この間、災害からの復旧復興対策、企業誘致と仕事の
創出、大規模林道や荒川流路工の事業推進、横川ダム建設
事業の促進、地域高規格道路の提言と事業促進など小国町
発展のための数々の政策を展開されました。
　平成１３年に住民訴訟が提起され、訴訟事案当時の小国町
の代表たる小国町長の職にあった今氏が、応訴することに
なったわけです。そもそもこの訴訟は、今氏が犯罪人とし
て起訴された「刑事訴訟」ではなく、住民の直接参政権の
一種である「住民訴訟」でありました。住民訴訟は、行政
の仕事に対する疑義を質すのがその趣旨であることから、
平成１３年当時の地方自治法により、小国町の長である今氏
個人が当事者となって応訴しました。なお、改正地方自治
法が平成１４年に施行され、現行の制度では、地方公共団体
（市町村）が応訴する仕組みになっています。
　こうした法律の背景のなかで今氏は、平成１３年の第１審、
山形地裁から平成１９年の最高裁の確定まで、改正前の法に
則り、訴訟事案当時の職責を果たされてこられた。審理の
経緯についてはご承知のことと存じますが、平成１４年の山
形地裁、平成１５年の仙台高裁は「原告の請求を棄却」。平成
１７年に最高裁は「仙台高裁に差し戻し」を行い、平成１８年
仙台高裁は「原告の請求を棄却」しました。そして、平成
１９年に最高裁は「上告審を受理しない」旨を決定し、一連
の事案は結審しました。
　平成１１年、小国町議会が地方自治法に基づく百条委員会
で一連の砂利問題を総括してから今日に至るまで、今氏の
心労と郷土愛に、深甚なる敬意を表するものであります。
　今氏に対する「小国町功績章」につきましては、来る１１
月３日に挙行する「文化の日表彰式典」で顕彰を行い、そ
の功績を讃えたいと思います。

小国町長　小野精一町長室から町町長室長室かからら
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１

催

し

催

し

お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

募

集

募

集

ご
案
内

ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

■
日　

時　
　

月　

日
�

１０

１８

　
　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
４
時

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
の

大
道
芸
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
話

■
講　

師　

元
リ
ナ
ワ
ー
ル
ド
専
属
パ

フ
ォ
ー
マ
ー　

ポ
ッ
キ
ー
マ
サ
氏

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１０

１０

■
申

込

先　

教
育
委
員
会
事
務
局
へ

第　

回
大
里
峠
越
え
交
流
会

１４

■
日　

時　
　

月　

日
�

１０

２１

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

■
集
合
場
所　

役
場
東
側
駐
車
場

■
内　

容　

参
加
者
全
員
で
大
里
峠
を

小
国
町
側
か
ら
登
り
、
関
川
村
側
に

下
り
ま
す
。
雨
天
時
は
日
程
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
人
数　
　

人
５０

■
参

加

費　

無
料

■
持
参
す
る
も
の

　

昼
食
、
飲
み
物
、
折
り
鶴
な
ど

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１０

１２

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

小
国
町
総
合
防
災
訓
練

■
日　

時　
　

月
７
日
�

１０

　
　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら　

時　

分

１２

３０

■
場　

所　

大
宮
、
宮
の
台
地
内

■
内　

容　

煙
ハ
ウ
ス
体
験
、
起
震
車

体
験
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
訓
練
、
消
火

器
訓
練
、
応
急
処
置
医
療
救
護
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
、
応
急
給
水
訓
練
、

県
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
も
が
み
」

に
よ
る
救
出
救
助
訓
練
な
ど

■
問
合
先　

町
民
課
へ

米
坂
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

■
作
品
テ
ー
マ　

�
米
坂
線
と
人

　
　
　
　
　
　
　

�
米
坂
線
の
車
両

■
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
。

■
応
募
方
法　

作
品
サ
イ
ズ
は
四
ツ
切

版
ま
た
は
ワ
イ
ド
四
ツ
切
版
と
な
り

ま
す
。
役
場
や
駅
な
ど
に
設
置
し
て

い
る
応
募
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
写

真
に
添
付
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限　

平
成　

年
１
月　

日
�

２０

３１

■
応
募
・
問
合
先

　

〒
９
５
９
―
３
２
９
２

新
潟
県
岩
船
郡
関
川
村
下
関
９
１
２

「
米
坂
線
に
乗
っ
て
、
米
坂
線
を
写

そ
う
！
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係
へ

（
関
川
村
役
場
内
�
０
２
５
４
―　
６４

―
１
４
７
６
）
へ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅　

県
営
小
国
ア
パ
ー
ト

　

▼
１
号
棟　

３
Ｄ
Ｋ　

４
戸

　

▼
２
号
棟　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

■
募
集
期
間　
　

月
９
日
�
〜　

日
�

１０

１５

■
対　

象　

同
居
す
る
親
族
が
あ
り
住

宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
で
、
平
成　
１８

年
度
の
所
得
額
が
月
額　

万
円
以
下

２０

の
か
た
な
ど

■
入
居
時
期　
　

月
上
旬

１１

■
家　

賃　

所
得
に
応
じ
て
決
定

■
敷　

金　

家
賃
の
三
カ
月
分

■
問
合
先　

山
形
住
ま
い
の
情
報
セ
ン

タ
ー
（
�
０
２
３
８
―　

―
２
３
３

２４

２
）
へ

児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

　
　

月
５
日
�
に
、　

月
期
分
（
６
月

１０

１０

〜
９
月
分
）
の
児
童
手
当
を
振
り
込
み

ま
す
。
振
込
通
知
書
は
郵
送
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
該
当
す
る
か
た
は
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。
児
童
手
当
は
、
申
請

に
基
づ
き
申
請
の
次
月
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
次
に
該
当
す
る
か
た
で
、
ま
だ

申
請
し
て
い
な
い
か
た
は
、
早
急
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、

小
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
か
た
。

●
転
入
届
を
し
た
か
た
で
、
児
童
手
当

の
手
続
き
が
ま
だ
の
か
た
。

●
所
得
超
過
に
よ
っ
て
受
給
資
格
を
喪

失
し
た
が
、
所
得
額
が
変
わ
っ
た
り
、

扶
養
親
族
が
増
え
、
所
得
制
限
限
度

額
を
下
回
っ
た
か
た

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

■
対
象
者　

町
内
に
住
む
か
た
で
、
接

種
当
日
に　

歳
以
上
と
な
る
か
た
。

６５

■
接
種
期
間　
　

月
５
日
�
か
ら

１１平
成　

年
１
月　

日
�

２０

３１

※
た
だ
し
、
期
間
内
で
も
ワ
ク
チ
ン
が

無
く
な
っ
た
場
合
は
終
了
し
ま
す
。

■
接
種
費
用　

千
五
百
円（
自
己
負
担
）

■
接
種
場
所
と
申
込
方
法

　

▼
町
立
病
院　

事
前
に
予
約
が
必
要

で
す
。　

月　

日
�
か
ら
予
約
を

１０

１５

開
始
し
ま
す
。

　

▼
今
医
院　

予
約
は
不
要
で
す
。

※
こ
の
医
療
機
関
以
外
の
場
合
、
自
己

負
担
額
が
増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー今月の町長と語る日は１０月２５日�です。
お気軽においでください。

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

除
雪
機
を
貸
し
出
し
ま
す

　

大
型
機
械
で
の
除
雪
が
困
難
な
歩
道

や
、
生
活
道
路
な
ど
を
対
象
に
、
町
の

除
雪
機
械
（
ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
式
小
型
除

雪
機
械　

馬
力
）
を
貸
し
出
し
ま
す
。

３５

■
対
象
道
路　

・
町
道
や
町
が
管
理
す
る
道
路
で
、
道

幅
の
狭
い
一
車
線
の
道
路
又
は
歩
道

・
個
人
又
は
法
人
が
管
理
す
る
、
不
特

定
の
一
般
交
通
の
用
に
供
さ
れ
て
い

る
道
路

■
対
象
者

・
二
世
帯
以
上
で
構
成
す
る
任
意
団
体

・
町
長
が
特
に
認
め
る
個
人
又
は
法
人

※
た
だ
し
、
除
雪
を
業
と
す
る
か
た
に

は
貸
与
で
き
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間　
　

月
９
日
�
〜　

日
�

１０

２６

■
貸
出
期
間　
　

月
下
旬
か
ら

１１

　
　
　
　
　
　

平
成　

年
３
月　

日

２０

３１

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
展
示
の
お
知
ら
せ

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
内
容

　

▼　

月
９
日
〜　

日　

１０

１２

　
　
　

写
真
（
渡
邉　

競
氏
）

　

▼　

月　

日
〜　

日　

１０

１５

２６

　
　
　

園
児
作
品
（
お
ぐ
に
保
育
園
）

　

▼　

月　

日
〜　

月
９
日

１０

２９

１１

　
　
　

園
児
作
品
（
す
み
れ
保
育
園
）

　

▼　

月　

日
〜　

日

１１

１９

３０

　
　
　

写
真
（
那
須
野
朝
男
氏
）

　

▼　

月　

日
〜　

日

１２

１０

２８

　
　
　

木
工
品
（
小
関
芳
寛
氏
）

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

相相 談談
年金相談

■日　時　１０月１７日�
　受　付　９：３０～１４：３０
　相　談　１０：３０～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

人権相談

■日　時　１０月１９日�
　受　付　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対応者　人権擁護委員
■問合先　町民課へ

行政相談

■日　時　１０月１９日�
　受　付　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対応者　行政相談委員
■問合先　町民課へ

場　所対　象受付時間乳幼児健診月日

健康管理
センター
※持ち物
母子健康
手帳

１７年３月～
５月生まれ

１３：００～

１３：１５

２歳児歯科
健康診査

１１／２８

１９年
７月生まれ１３：００～

１３：１５

４カ月児
健康診査

１１／３０
１８年
１１月生まれ

１歳児
健康診査

変動率
（％）

前年価格
（円／�）

当年価格
（円／�）基準地の所在

－３．４１１,６００１１,２００兵庫舘一丁目６番１１

－１．４２０,７００２０,４００緑町三丁目９番１

－５．０８,８３０８,３９０北字原野８０番２５

－５．８１３,７００１２,９００兵庫舘三丁目５番１８外４筆

－３．８５３,０００５１,０００小国小坂町字八木沢三１２５
番（円／１０ａ）

平成19年度 地価調査結果

■問合先　総務企画課へ

保健カレンダー ■問合先　健康福祉課へ

　７月１６日に発生した新潟県中
越沖地震に対する義援金は、８
月２４日で受付を終了しました。
たくさんの義援金をいただき大
変ありがとうございました。こ
のたびの義援金（１３４,６９７円）は、
日本赤十字社小国分区を通じて
被災地へ届けましたのでお知ら
せします。

ああああああああああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりがががががががががががががががががががががががががががががとととととととととととととととととととととととととととととうううううううううううううううううううううううううううううごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごござざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししありがとうございましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義～新潟県中越沖地震義援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～金～

■日　時　１０月２５日� １８時～
■場　所　アスモ多目的ホール
■講　師　植松暁彦氏
（�山形県埋蔵文化財センター
主任調査研究員）
■演　題　下叶水遺跡が伝える
もの～遺物が語りかけてくる
縄文人の交流の姿～
■その他　入場は無料です。
■問合先　総務企画課

�������	
��
�
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら  

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程　
　

月
２
日
、
９
日
、　

日
、

１０

１６

　

日
子
育
て
講
座
「
エ
ア
ロ
ビ
で
交

２３流
会
」、　

日
３０

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（　

日
は
総
合
セ
ン
タ
ー
）

１６

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　
　

月
４
日
、　

日　

総
合
セ
ン
タ
ー

１０

１８

就業時間年 齢職       種求人数事  業  所  名
７：００～１６：００ほか不問グループホーム介護員２人医 療 法 人 社 団 緑 愛 会

介護老人保健施設かがやきの丘 ９：００～１５：４５不問調理師１人
９：００～１７：００不問事務員１人� ス ペ ー ス ク ラ ブ
９：００～１８：００ほか１８～３５販売員２０人� コ メ リ 新 潟 地 区 本 部
８：００～１７：００１８～交通誘導員５人� 村 上 警 備 保 障
８：００～１７：００不問一般作業員３人

� 斉 藤 建 設 ８：００～１７：００不問土木施工管理技士２人
８：００～１７：００不問型枠大工１人

安 部 工 業 � ８：００～１７：００不問重機オペレーター１人
８：００～１７：００不問一般作業員１人
８：００～１７：００不問一般事務員１人

大 河 内 産 業 � ８：００～１７：００不問ダンプ・重機運転士３人
８：００～１７：００不問砂利プラント運転士３人
８：００～１７：００不問警備業務１０人ＤｏＣｏＤｅＭｏ グ ル ー プ �
８：００～１６：４５ほか１８～５０配送及び給油所業務１人�ジェイエイサービスおきたま
７：３０～１７：００不問土木作業員１人� 石 川 組
９：１０～１６：５０２５～５５営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
８：００～１７：３０ほか１８～４５ホールスタッフ１人

�コンズカンパニー第一ホール小国店 ８：００～２２：３０間７時間１８～４５ホール１人
８：００～１７：００不問土木作業員１人

� 横 川 建 設
８：００～１７：００２５～４５４ｔユニック運転手１人
８：００～１７：００３５～５５営業３人
８：００～１７：００１８～５５土木施工管理技士２人
８：００～１７：００２１～５５重機オペレーター２人
８：００～１７：００１８～５０電気工事２人ハ イ コ ー �
９：１５～１７：００２０～５９営業３人アクサ生命保険�長井営業所
９：００～１８：００不問パソコン業務１人

Ｋ － Ｐ Ｒ Ｏ Ｄ Ｕ Ｃ Ｔ Ｓ ８：３０～１７：３０不問自動車販売・整備１人
９：００～１８：００不問梱包・発送１人
８：３０～１７：０５４０歳以下マシンオペレーター３人荒 川 工 業 �
８：５０～１７：３０不問薬剤師１人電 興 �
９：００～１８：３０不問薬剤師１人カインドネス�おぐに調剤薬局
９：００～１７：００２５～５５生命保険コンサルタント５人第一生命保険相互会社坂町支部
８：３０～１６：４５ほか１８～４５マシンオペレーター６人� 井 上 製 作 所
７：３０～１７：００不問運転業務１人小 国 町 森 林 組 合 ７：３０～１７：００不問林産業務１人
８：００～１７：００不問土木施工管理技士２人� 船 山 工 務 店
８：００～１７：００不問サービス・役務１人ア ベ プ ラ ン ニ ン グ
８：３０～２２：００不問調理師及び見習い１人味処 藤 よ し
８：３０～１６：４０ほか不問半導体製造装置製造５人�ジャパンクリエイトスタッフ山形営業所
９：００～１８：００不問シーケンサプログラム１人� Ｃ Ｉ Ｔ 仙 台 営 業 所
８：００～１７：００不問設備設計２人

�トラスト・テック郡山営業所 ８：００～１７：００不問設計補助２人
８：３０～１６：４０ほか不問石英ガラスの洗浄作業５人�アイコンワールド新潟営業所
９：００～１８：００間５時間不問販売３人�白い森よこね物産品直売所
１７：００～２１：００ほか不問接客１人酒味庵 ま つ ば ら
１３：００～１９：００２０～４５販売員１人�サンエー（マルタ小国店）

　左の表は９月１４日現在の新規求人
の内容です。無効になっている場合
もありますので了承ください。この
ほかの求人情報は、ハローワーク長
井（�８４－８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

　
　

月　

日
、　

日　

お
ぐ
に
保
育
園

１０

１１

２５

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
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時　
　

月　

日
�

１０

１３

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

叶
水
ビ
オ
ト
ー
プ
の
周
辺

散
策

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１０

１１

■
対
象
者　

お
お
む
ね
２
歳
か
ら
の
お

子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

　１０月は、「仕事と家庭を考える
月間」です。
●仕事と家庭の両立を図り、働
き続けやすい職場環境づくり
に努めましょう。

●働き方を見直し、生活との調
和を図りましょう。

●男性も育児に参加しましょう。
■問合先

　県商工労働観光部雇用労政課
 （�０２３－６３０－２３７８）へ

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◇アサッテの人 諏訪　哲史
◇きみはポラリス 三浦しをん
◇弱き者の生き方 大塚初重／五木寛之
◇屋久島の森のすがた
 金谷整一／吉丸博志
◇置賜ふるさと大百科 郷土出版社編
◇朝時間のすごしかた 朝時間．ｊｐ
◇青い天使 全９巻 倉橋耀子／牧野鈴子
◇そして、ねずみ女房は星を見た
 清水眞砂子
◇強いリベラル 加藤　紘一
◇ぼくらの七日間戦争 宗田　　理
※ほか多数入荷しました。

今月の休館日：毎週月曜日

開館時間　午前９時30分～午後６時

総合センター図書室から 総合センター図書室から 

１０月は

仕事と家庭を考える月間
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４　行政管理室�６２－２１１２　政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０　国保医療担当�６２－２２６１　税政管理室�６２－２４０３　出納室�６２－２４０６
農村振興室�６２－２４０８　商工観光室・森林セラピー推進室・地域経営室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１　建設技術室�６２－２４３２　議会事務局�６２－２４４８

������ ��	
��
���
◇演　　題　　「ありのまま、そのままに生きる」
◇講　　師　　真屋順子氏・高津住男氏
◇日　　時　　１１月４日�　１３：００開場　１３：３０開演
◇場　　所　　健康管理センター森のホール
◇対 象 者　　どなたでも参加できます。
◇申込方法　　入場は無料で、事前申込みは必要ありません。
◇問 合 先　　町民課へ

内　　　容時　間場　　所月　日

沖小・古田歌舞伎公演１２：３０～１６：３０沖庭小学校体育館１０月２７日�

作品展示９：００～２０：００

町民総合体育館
１１月３日�

舞台発表（芸能まつり）１２：００～１６：００

茶席（裏千家）１０：００～１５：００

物産販売１０：００～１６：００

舞台発表（民謡まつり）１８：００～２１：００総合センター

作品展示９：００～１８：００
町民総合体育館

１１月４日� 茶席（江戸千家）１０：００～１５：００

山遊亭金太郎落語会１７：３０～１９：３０総合センター

■一般作品募集
　平成１９年度小国町文化祭の出展作品を募集いたします。テーマは自由で、小学生以上
の方であれば、どなたでも申し込むことができます。
�募集期間：平成１９年１０月１５日�～２５日�
�申込方法：総合センターに備え付けの申込用紙に必要事項を記入のうえ、事務局ま
で申し込んでください。（受付時間８：３０～１７：００）
�出展作品の規格については、次の表のとおりです。作品は、２日の１３：００～１８：００に
町民体育館にお持ちください。

出展作品の規格

■問合先　教育委員会事務局へ

留　意　事　項規　　　　格種　別

雅号で出品される方は、別紙に本名を
書いて作品と一緒に提出してください。

半紙・画仙紙・条巾半切などを使用
してください。

書　　道

額縁などに入れて提出してください。
洋画、日本画、版画、ちぎり絵、デ
ザインなどで、大きさは自由です。

絵画など

題名、撮影年月日、場所を記入してく
ださい。額縁などに入れて提出してく
ださい。

白黒・カラープリントのどちらでも
構いません。大きさは４つ切り以上。
組写真にする場合は、キャビネ版以
上の大きさを使用してください。

写　　真

雅号で出品される方は、別紙に本名を書
いて作品といっしょに提出してください。

短冊または色紙に書いてください。俳句・短歌

※上記のほか、民芸品、手芸品、郷土資料、生け花、盆栽、陶芸など多くの作品を募集し
ています。詳しくは事務局までお問合せください。
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人口のうごき

人  口　男 … 4,632人 (－ 4 )

女 … 4,886人 (－10)

計 … 9,518人 (－14)

世帯数 　　3,269世帯 (－4 )

平成19年8月31日

誕生おめでとうございます。

ら い た

小 国 町 大　釜　頼　太
健　太
佑　花（

は 　 な

兵 庫 舘 飯　田　羽　那
一　馬
宏　美（

結婚おめでとうございます。

兵 庫 舘
新 潟 県

岩　崎　茂　樹
上　村　正　子（

　 西 　
川 西 町

大　谷　正　明
中　田　好　美（

岩 井 沢

小国小坂町

伊 佐 領

綱 木 箱 口

小 玉 川

玉 川

伊 佐 領

岩 井 沢

小国小坂町

(97)

(93)

(99)

(48)

(65)

(81)

(78)

(75)

(67)

飯　澤　ミチエ

伊　藤　よしい

志　田　代　作

井　上　清　博

佐　藤　ナ　ツ

伊　藤　末　子

新　野　とき子

佐　藤　増　次

安　部　いせ子

おくやみ申し上げます。

　サークルやスポーツ団体など、グループで
活動しているかたがたを紹介していきます。
今月は、野球チーム「スカイホープ」。
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桜川杯では準優勝、町野球連盟杯では優勝を飾った

　

早
い
も
の
で
、
も
う　
１０

月
。
朝
晩
は
す
っ
か
り
涼

し
く
な
り
、
あ
ち
こ
ち
で

コ
ス
モ
ス
が
き
れ
い
に
咲

い
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
横
川
ダ
ム
周
辺

で
行
わ
れ
た
越
後
米
沢
街
道
歴
史

探
訪
ウ
ォ
ー
ク
に
は
、
紅
葉
に
は

ま
だ
早
い
時
期
で
し
た
が
、
地
元

の
だ
け
で
は
な
く
県
外
か
ら
も
多

く
の
か
た
が
参
加
し
ま
し
た
。
ダ

ム
や
十
三
峠
、
史
跡
の
こ
と
を
興

味
深
く
聞
い
て
い
る
か
た
も
い
て
、

関
心
の
高
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
迎
え
る
紅
葉
の
時
期
に

は
、
私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
来
訪
者
の
目
も
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

（
片
桐
）
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